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茨 城 県 鹿 島 港 湾 事 務 所 長 受 賞

　 優 秀 建 設 技 術 者 表 彰 を 受 賞 さ れ た 皆 様 、 誠 に お め で と う ご ざ い ま す 。 ま た 、 日 頃 よ り 鹿 島 港 及 び

波 崎 漁 港 の 整 備 推 進 に ご 尽 力 を い た だ き ま し て 、 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。

　 本 表 彰 は 、 鹿 島 港 湾 事 務 所 で 令 和 5  年 度 に 完 成 し た 4 8  件 の 工 事 の 中 か ら 、 施 工 体 制 及 び 現 場 の

出 来 映 え 、 創 意 工 夫 、 Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 の 取 り 組 み な ど を 総 合 的 に 評 価 し 、 特 に 優 秀 な 技 術 者 5  名 の 方 々

を 表 彰 さ せ て い た だ き ま し た 。

　 受 賞 さ れ た 皆 様 方 に お か れ ま し て は 、 今 後 も 更 な る 技 術 の 研 鑽 に 努 め ら れ 、 優 れ た 模 範 技 術 者 と

し て 、 ま た 地 域 の 守 り 手 と し て 、 建 設 業 の 発 展 に 向 け て 益 々 ご 活 躍 さ れ ま す こ と を ご 期 待 申 し 上 げ

ま す 。

ご あ い さ つ
県 鹿 島 港 湾 事 務 所

所 長 　 大 伴 　 晴 彦

茨 城 県 出 先 事 務 所  成 績 優 秀 な 管 内 を 代 表 す る 技 術 者 紹 介 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

令 和 6 年 度 優 秀 建 設 技 術 者 表 彰
～ 建 設 業 の 健 全 な 振 興 発 展 に 大 き な 貢 献 ～

日 時 ： 令 和 6 年 1 1 月 2 2 日 （ 金 ）
場 所 ： 鹿 島 港 湾 事 務 所

常 総 開 発 工 業 ㈱

立 原 　 和 幸 氏

㈱ 高 正 建 設

左 右 田 　 春 男 氏

　
県 常 陸 太 田 工 事 事 務 所

（ 鈴 木 敬 所 長 ＝

写 真 右 上

）

と 県 建 設 業 協 会 太 田 支 部
（ 梅 原 基 弘 支 部 長 ＝

写 真 左

上
） は

1 1日 、 合 同 安 全 パ ト

ロ ー ル を 実 施 し た 。 合 同 の安 全 パ ト ロ ー ル の 実 施 は 初め て 。 工 事 事 務 所 の 若 手 職員 や 支 部 員 な ど 約

5 0人 が 参

加 し 、 ま ず 常 陸 太 田 合 同 庁舎 ３ 階 会 議 室 で 安 全 講 習 会を 行 い 、 そ の 後 常 陸 太 田 市内 の 現 場 に 出 向 い て 現 場 パト ロ ー ル を 実 施 し た 。　
冒 頭 、 鈴 木 所 長 は 「 受 ・

発 注 者 が 一 丸 と な っ て 工 事

敷 地 内 に 実 証 プ ラ ン ト を 建設 。 同 セ ン タ ー の 燃 焼 排 ガス 中 の Ｃ Ｏ ２ か ら 高 機 能 接着 剤 の 材 料 と な る ポ リ マ ー原 料 を 製 造 す る た め の 実 証試 験 を 行 う も の 。　
立 地 場 所 は ひ た ち な か ・

東 海 ク リ ー ン セ ン タ ー 敷 地内 （ ひ た ち な か 市 新 光 町１ ０ ３

－

２ ）  。 敷 地 北 側 の

緑 地 へ の 立 地 を 計 画 し て おり 、 ひ た ち な か ・ 東 海 事 務組 合 か ら 借 地 し て 整 備 を 行う 。 敷 地 面 積 は ４ ０ ７ ７ ・９ ㎡ 。 事 業 費 は 実 証 や 建 設費 を 含 め 、 約 １ ３ ３ 億 円 を見 込 ん で い る 。

2 7年 １ 月 か

ら 前 処 理 プ ロ セ ス 実 施 に 向け 、 プ ラ ン ト 建 設 を 進 め てい く 。

3 0年 に は 年 間

3 3ト ン

の Ｃ Ｏ ２ を 利 用 し た 実 証 を開 始 す る 予 定 と し て い る 。 ４ ０ 室 、 ス ポ ー ツ 合 宿 な どで ミ ー テ ィ ン グ も 可 能 と なる 食 堂 を 備 え る こ と 等 。　
場 所 は 長 井 戸 字 水 久 保 １

６ ４

－ １ の 一 部 （ 登 記 簿 地

積 １ ６ ４ ２ ・ ５ ６ ㎡ ）  、 １６ ４

－ ３ の 一 部 （ １ ５ ５ ９

㎡ ）  、  １ ６ ５

－ １ の 一 部 （ ８

７ ４ ・ ７ ４ ㎡ ）  、 １ ８ ０

－

１ （ １ ３ ８ ２ ㎡ ）  、 １ ８ ０－ ３ （ ８ ・ ０ ８ ㎡ ）  。
施 設 の 調 査 業 務 を 実 施 する 。 業 務 は ㈱ セ ン ク

2 1に ７

６ ５ 万 円  （ 税 抜 き ）  で 委 託 。　
業 務 概 要 は 係 留 施 設 調 査

業 務 一 式 、 陸 上 調 査 一 式 、海 上 調 査 一 式 、 潜 水 調 査 一式 、  肉 厚 測 定 調 査 Ｎ

5 0箇 所 。

履 行 期 間 は ２ ０ ２ ５ 年 ３ 月
1 5日 ま で 。

　
県 鹿 島 港 湾 事 務 所 は 波 崎

漁 港 （ 神 栖 市 波 崎 ） で 係 留

　
境 町 は 、 地 域 活 性 化 宿 泊

施 設 誘 致 事 業 の 公 募 型 プ ロポ ー ザ ル を 公 告 。  そ の 結 果 、㈱ ス ー パ ー ホ テ ル を 選 定 事業 者 と し た 。 設 置 ・ 運 営 事業 者 を 募 集 し 、 宿 泊 者 の 受け 入 れ 体 制 を 整 備 し て 、 来 果 的 な 安 全 パ ト ロ ー ル 」 と題 し て パ ト ロ ー ル の 重 視 ポイ ン ト や 留 意 事 項 、 心 構 えな ど に つ い て 解 説 。 そ の 後２ 班 に 分 か れ 、 国 道 ２ ９ ３号 道 路 改 良 工 事 （ 増 井 町 ）と 常 陸 太 田 大 子 線 道 路 改 良工 事 （ 天 下 野 町 ） の 現 場 につ い て 、 安 全 指 導 を 受 け な

の 危 険 箇 所 を 再 確 認 す るこ と で 、 現 場 作 業 の 不 安 を解 消 し 、 現 場 の 安 心 安 全 や工 事 推 進 に つ な が る の で はと 考 え て い る 。 今 回 の パ トロ ー ル を 通 じ て 工 事 に お ける 安 全 に 関 す る 視 点 が 変 わり 、 安 全 な 現 場 と な る こ とを 期 待 す る 」 と あ い さ つ 。　
続 い て 梅 原 支 部 長 が 「 茨

城 労 働 局 に よ る と 、 本 年 の労 働 災 害 に お け る 休 業 ４ 日以 上 の 死 傷 者 の 数 は 昨 年 の同 時 期 に 比 べ て 増 加 し て いる 。 力 を 合 わ せ て 無 災 害 で１ 年 を 締 め く く り 、 誰 も が安 全 で 健 康 な 新 年 を 迎 え ら

れ る よ う 、 集中 的 な 取 り 組み の 実 施 を お願 い し た い 」と 述 べ 、  「 もし 施 工 中 の 現場 で 事 故 や 災害 が 発 生 し た場 合 は 、 速 やか に 発 注 者 へ一 報 を 」 と 呼び か け た 。　
安 全 講 習 会

で は 日 本 労 働安 全 衛 生 コ ンサ ル タ ン ト 会茨 城 支 部 の 塩畑 修 一 氏 （

写

真 下

） と 石 川

恒 男 氏 が 講 師と な り 、  「 効

　
ひ た ち な か 市 、 東 海 村 、

ひ た ち な か ・ 東 海 広 域 事 務組 合 は 、  積 水 化 学 工 業 ㈱  （ 大阪 府 大 阪 市 、 加 藤 敬 太 代 表取 締 役 社 長 ） と 地 球 環 境 産業 技 術 研 究 機 構 （ 山 地 憲 治理 事 長 ） が 進 め る 事 業 「 バイ オ も の づ く り 技 術 に よ るＣ Ｏ ２ を 原 料 と し た 高 付 加価 値 化 学 品 の 製 品 化 」 に つい て 、 ひ た ち な か ・ 東 海 クリ ー ン セ ン タ ー を 実 証 先 とす る 協 定 を 積 水 化 学 工 業 ㈱と

1 0月 に 締 結 。 ２ ０ ３ ０ 年

の 事 業 開 始 に 向 け 、

2 5年 か

ら ク リ ー ン セ ン タ ー 敷 地 内へ 前 処 理 プ ロ セ ス の プ ラ ント 着 工 を 予 定 し て い る 。　
積 水 化 学 工 業 ㈱ が 実 施 を

予 定 し て い る 同 事 業 に お いて 、  ひ た ち な か  ・  東 海 ク リ ーン セ ン タ ー を 実 証 先 と し て 訪 者 が 宿 泊 可 能 な 魅 力 あ るま ち づ く り を 進 め る 。　
町 は 本 年 度 か ら ２ ０ ２ ６

年 度 に か け て 、 デ ジ タ ル 田園 都 市 国 家 構 想 交 付 金 を 活用 し て 補 助 を 行 う 。 基 本 条件 は 、 Ｒ Ｃ 構 造 、 客 室 数 １ が ら 現 場 安 全 パ ト ロ ー ル を行 っ た 。

令 和 ６ 年 度 優 秀 施 工 者

  国 土 交 通 大 臣 顕 彰 受 賞
る 。　

数 多 く の 現 場 の 中 か ら 特
に 思 い 出 深 い 仕 事 を 聞 くと 、 ２ ０ １ １ 年 の 東 日 本 大震 災 直 後 、 復 興 工 事 の 現 場で 働 い て い た 時 の こ と を 挙

げ た 。  「 福 島 県 の 港 で ３ 、４ 年 ほ ど 港 の 修 繕 工 事 に 携わ り ま し た 。 壊 れ た 箇 所 を撤 去 し て か ら 新 し い 施 設 を建 設 す る 必 要 が あ っ た の でと て も 時 間 が か か り ま した 。 大 変 な 仕 事 で は あ り まし た が 、 被 災 者 の 方 の お 役に 立 て て い る と 考 え る と 、と て も や り が い が あ り ま した 」 と 振 り 返 る 。　
後 進 の 育 成 に つ い て は

「 安 全 第 一 、  法 令 遵 守 を モ ット ー に 指 導 し て い ま す 。 まず は 良 い 見 本 に な る 必 要 があ る と 思 い 、 努 力 し て い ます 。 日 々 の 仕 事 の 中 で ジ ェネ レ ー シ ョ ン ギ ャ ッ プ を 感じ る こ と も あ り ま す が 、 今

の 若 い 人 た ち は 仕 事 は し っか り や っ て く れ る の で 信 頼し て い ま す 」 と 語 る 。　
今 後 に つ い て は 「 若 手 社

員 を 一 人 前 に 育 て 上 げ る こと と 、 繰 り 返 し に な り ま すが 安 全 第 一 の 気 持 ち を 忘 れな い よ う に し た い で す ね 。無 事 故 、 無 災 害 を 継 続 し てい く こ と が 何 よ り も 大 切 であ る こ と を 肝 に 銘 じ て こ れか ら も 仕 事 に 取 り 組 ん で いき ま す 」 と 決 意 を 込 め た 。

　 「 最 初 に 受 賞 の 知 ら せ を聞 い た 時 は 驚 き ま し た が 、自 分 が 今 ま で 努 力 し て き たこ と が 認 め ら れ た よ う で とて も 嬉 し く 思 い ま す 」 と 喜び を 語 っ た 。　
１ ９ ９ ７ 年 に 三 国 屋 建 設

㈱ に 入 社 。  「 昔 か ら 海 が 好き で 、 せ っ か く 働 く な ら 港で 仕 事 が し た い と 考 え た の

が こ の 世 界 に 飛 び 込 ん だき っ か け で す 」 と 話 す 。 現在 は ２ ０ ０ ｔ ク レ ー ン 付 台船 の 船 団 長 と し て 活 躍 。 海洋 工 事 を メ イ ン に 行 い 、 全国 各 地 の 港 湾 で 働 い て い

　
１ ９ ７ ８ 年 ６ 月

1 8日 生 ま

れ の

4 6歳 。 神 栖 市 出 身 。 鹿

島 学 園 高 等 学 校 卒 。  趣 味 は 、最 近 勧 め ら れ て は じ め た ゴル フ 。  「 な か な か ス コ ア が上 達 し な い で す が 、 も と もと 体 を 動 か す の が 好 き な ので 運 動 不 足 の 解 消 に と て も良 い で す ね 」 と の こ と 。

－
－

　 ◇
　

－
－

　 ◇
　

－
－

無 事 故 継 続 を 肝 に 銘 ず

輝 く 建 設 マ ス タ ー
も の づ く り の 達 人 に  勲 章勲 章も の づ く り の 達 人 に 勲 章勲 章

三 国 屋 建 設 ㈱ 鹿 島 支 店 係 長
建 設 機 械 運 転 工

赤
あ か

星
ほ し

　 俊
し ゅ ん

輔
す け

 氏

現 場 ２ カ 所 で 安 全 パ ト ロ ー ル
県 と 合 同 で 初 実 施

県 常 陸 太 田 工 事
茨 建 協 太 田 支 部

宿 泊 施 設 誘 致 の 事 業 者
ス ー パ ー ホ テ ル に

境 町

2 5 年 か ら 敷 地 内 へ プ ラ ン ト 建 設

研 究 開 発 拠 点 立 地 決 定

ひ た ち な か 市 、 東 海 村 、 ひ た ち な か ・ 東 海 広 域 事 務 組 合

係 留 施 設 の 調 査セ ン ク

2 1に 委 託

県 鹿 島 港 湾 波 崎 漁 港


